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去
年
の
第
二
十
九
回
日
歯
医
史
学
会
に
お
い
て
「
解
体
新
書
」

以
降
の
頭
蓋
・
顔
面
骨
用
語
の
変
遷
に
つ
い
て
発
表
し
た
が
、
今

回
は
そ
の
続
き
と
し
て
現
代
の
解
剖
学
名
用
語
に
い
た
る
歯
牙
用

語
の
変
遷
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
参
照
し
た
主
な
医
歯
学
書
は
解

体
新
書
（
イ
）
、
重
訂
解
体
新
書
（
ロ
）
、
正
骨
範
（
ハ
）
、
整
骨
新

書
（
二
）
、
解
剖
訓
蒙
（
ホ
）
、
解
剖
攪
要
（
へ
）
、
解
剖
学
名
彙

（
ト
）
、
改
訂
解
剖
学
名
彙
（
チ
）
、
新
照
解
剖
学
名
集
覧
（
リ
）
、

新
旧
対
照
解
剖
学
名
集
覧
（
ヌ
）
臨
床
歯
牙
形
態
図
説
（
ル
）
、
歯

学
史
資
料
図
鑑
Ｉ
目
で
見
る
歯
学
史
Ｉ
（
ヲ
）
、
歯
学
史
料
（
ワ
）
、

明
治
時
代
発
刊
の
医
学
書
に
み
ら
れ
る
歯
科
に
か
か
わ
る
医
学
用

語
（
力
）
な
ど
で
あ
る
。

お
も
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
（
イ
）
と
（
ロ
）
の
用
語
対
比
（
上
か
ら
切
歯
～
知
歯
の
順
）
。
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（
イ
）
板
歯
、
犬
牙
（
眼
牙
）
、
配
歯
、
眞
牙

（
ロ
）
酢
歯
、
犬
歯
（
眼
歯
）
、
槽
歯
（
粉
歯
）
、
成
歯

板
歯
と
配
歯
は
「
和
名
類
聚
紗
」
に
み
ら
れ
る
古
い
用
語
で
あ

る
。
酢
歯
は
、
後
出
の
「
鏥
歯
」
と
と
も
に
機
能
上
か
ら
付
け
ら

れ
た
古
い
名
称
か
。
犬
歯
の
別
名
は
藺
語
原
著
に
《
一
○
個
国
且
ｇ
》
ゞ

と
明
白
で
あ
る
が
、
槽
歯
の
別
名
に
つ
い
て
は
《
《
冒
四
巴
国
且
ｇ
》
》

と
あ
り
、
粉
歯
と
い
う
呼
称
も
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。
知
歯
名
は

両
書
と
も
永
久
歯
と
間
違
い
や
す
い
が
、
原
書
の
ラ
テ
ン
語
名
は

ロ
．
囲
亘
自
蔵
閑
で
あ
る
。

二
、
（
ハ
）
と
（
二
）
の
例
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
門
牙
（
歯
）
、
虎
牙

（
歯
）
、
槽
牙
（
歯
）
で
知
歯
名
を
欠
く
。

三
、
（
ホ
）
と
（
へ
）
は
明
治
五
年
と
十
四
年
の
も
の
で
、
前
者

は
米
国
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
で
、
後
者
は
東
大
で
の
教
材
で
あ

る
。
前
者
に
特
有
な
訳
用
語
が
見
ら
れ
る
。

齢
歯
（
前
歯
）
、
双
点
歯
（
小
臼
歯
）
、
鰐
歯
（
大
臼
歯
）
、
慧
歯

（
知
歯
）
、
さ
ら
に
犬
歯
の
別
名
に
眼
歯
の
ほ
か
に
「
胄
歯
」
も
加
え

て
い
る
。

四
、
（
ヲ
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
全
体
新
論
」
及
び
「
歯
科
全

書
（
口
腔
外
科
学
図
解
編
）
」
、
（
ワ
）
の
中
の
「
小
学
人
体
問
答
（
そ
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困

知大、角門
歯臼顔歯歯

の
一
、
そ
の
二
）
」
、
（
力
）
の
中
の
「
初
学
人
身
窮
理
上
巻
」
、
他
で

挙
げ
ら
れ
て
い
る
用
語
を
一
括
し
て
引
用
す
る
。

切
歯
Ⅱ
門
牙
、
門
歯
、
前
歯

犬
歯
Ⅱ
弐
牙
、
角
歯
、
尖
歯
、
尖
頭
歯

小
臼
歯
Ⅱ
二
頭
歯
、
顔
歯
、
前
臼
歯
、
前
大
臼
歯
、

ラ
テ
ン
語
に
よ
る
解
剖
学
用
語
の
世
界
的
統
一
が
図
ら
れ
た
の

が
明
治
二
十
八
二
八
九
五
）
年
の
国
尉
Ｑ
ｚ
ｇ
ご
冒
画
ど
］
翼
日
日
８

の
認
定
か
ら
で
あ
る
。
日
本
語
用
語
の
制
定
は
、
そ
れ
よ
り
十
年

遅
れ
て
（
ト
）
で
門
歯
、
犬
歯
、
小
臼
歯
、
大
臼
歯
、
後
生
歯
（
眞

牙
ロ
の
①
『
○
冒
二
印
）
と
発
表
さ
れ
た
。
一
九
三
二
年
の
（
チ
）
で
は

後
生
歯
が
智
歯
に
、
一
九
四
四
年
の
（
リ
）
で
は
門
歯
が
切
歯
に

あ
る
が
、
各
歯
の
形
態
、
位
酉

エ
テ
ィ
に
富
む
用
語
で
あ
る
、

改
め
ら
れ
て
現
在
に
い
た
る
。

五
、
（
ル
）
で
は
、
（
イ
）
、

以
上
は
す
べ
て
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
解
剖
学
名
制
定
前
の
も
の
で

る
が
、
各
歯
の
形
態
、
位
置
、
機
能
上
の
特
徴
を
捉
え
た
バ
ラ

大
臼
歯
、
後
大
臼
歯

（
ロ
）
、
（
ホ
）
の
用
語
対
比
が
既
に

行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
「
食
養
新
聞
」
の
ユ
ニ
ー
ク
な
食
能
分
類
用
語

（
中
原
市
五
郎
）
も
比
較
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
以
上
に
挙
げ
て
い

な
い
古
い
用
語
や
発
生
学
上
の
用
語
も
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

六
、
現
代
の
国
語
辞
書
に
は
「
門
歯
」
は
あ
っ
て
も
解
剖
学
名

と
し
て
の
「
切
歯
」
は
掲
載
さ
れ
ず
、
「
切
歯
や
く
腕
」
の
切
歯
の

説
明
だ
け
で
あ
る
。
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）


